
 

卒
業
お
め
で
と
う 

三

月

十

八

日

（
月
）、澄
み
切
っ
た

空
気
の
中
、
第
四
十

八
回
卒
業
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
多
く

の
方
々
か
ら
温
か
い

祝
福
を
受
け
、
九
十

三
名
の
卒
業
生
は
、

今
は
小
さ
く
な
っ
た

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負

い
、
心
の
ふ
る
さ
と

時
津
東
小
学
校
を
巣

立
っ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
姿
が
と
て

も
微
笑
ま
し
く
、
見
て
い
る
と
心
が
熱
く
な
り

ま
し
た
。 

式
中
は
多
く
の
卒
業
生
が
涙
を
流
し
て
い
ま

し
た
が
、
最
後
ま
で
凛
と
し
た
す
ば
ら
し
い
態

度
で
し
た
。
参
列
い
た
だ
い
た
来
賓
の
皆
様
か

ら
、「
い
い
卒
業
式
で
し
た
ね
。」
と
、
た
く
さ
ん

の
お
褒
め
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
五
年
生
も
そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
、
す
ば
ら

し
い
態
度
で
式
に
臨
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
五
年

生
も
、
こ
の
卒
業
式
を
経
て
一
回
り
成
長
し
た

よ
う
に
感
じ
ま
す
。 

校
長
式
辞
で
は
、
こ
の
一
年
間
、
学
校
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
学
校
を
支
え
て
く
れ
た
六
年
生
の

頑
張
り
を
称
え
る
と
共
に
、
卒
業
生
へ
二
つ
の

願
い
を
伝
え
ま
し
た
。
一
つ
は
、
未
来
を
生
き
て

い
く
た
め
に
は
「
響
か
せ
、
響
き
合
う
」
力
が
必

要
で
あ
り
、
身
に
付
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
こ
と
。

そ
し
て
二
つ
目
は
、
漫
画
ド
ラ
え
も
ん
の
中
に

あ
っ
た
言
葉
を
通
し
て
、「
こ
れ
か
ら
つ
ま
ず
く

こ
と
も
あ
る
。
つ
ま
ず
い
て
も
立
ち
直
る
強
さ 

 
 を

も
っ
て
ほ
し
い
。」
と
い
い
う
こ
と
を
伝
え
ま

し
た
。 

子
供
た
ち
が
、
自
ら
の
手
で
未
来
を
切
り
拓

き
、
夢
を
叶
え
て
く
れ
る
こ
と
を
、
そ
し
て
、
九

十
三
名
の
一
人
一
人
の
未
来
に
幸
あ
ら
ん
こ
と

を
祈
念
し
ま
す
。 

頑
張
っ
た
ね
！
東
っ
子 

本

日

二

十

二

日

（
金
）、
本
年
度
の
修
了

式
を
迎
え
ま
し
た
。
一

年
間
、
み
ん
な
本
当
に

よ
く
頑
張
り
ま
し
た
。

東
っ
子
、
み
ん
な
に
花

丸
で
す
。 

今
年
度
は
五
月
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
五
類
と
な
り
、

数
年
ぶ
り
に
学
校
の
日

常
が
戻
っ
て
き
ま
し

た
。「
運
動
会
」
や
「
は
こ
べ
ら
祭
り
」
な
ど
の

学
校
行
事
も
制
限
な
く
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
度
に
子
供
た
ち
は
成
長
し
て
い
っ
た

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
高
学
年
の
明
る
く
、
前
向
き

な
姿
勢
が
全
校
に
広
が
り
、
東
小
は
さ
ら
に
す

て
き
な
学
校
に
な
り
ま
し
た
。 

 

毎
日
、
い
っ
し
ょ
に
、
発
表
、
あ
い
さ
つ
、

友
達
と
、
責
任
感
、
工
夫
、
興
味
、
優
し
く
、

続
け
ま
し
た
、
向
上
心
、
積
極
的
、
教
え
合
い
、

意
欲
、
粘
り
強
く
、
堂
々
と
、
自
分
で
、 

最
後
ま
で
、
継
続
、
明
る
く
、
一
生
懸
命 

 

こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
子
供
た
ち
の
通
知
表
の

所
見
に
あ
っ
た
言
葉
で
す
。
ど
れ
も
子
供
た
ち 

 

 

の
頑
張
り
を
表
し
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
の
歩 

 
 

み
の
幅
は
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
一

年
で
間
違
い
な
く
全
員
が
成
長
し
ま
し
た
。 

し
っ
か
り
と
自
分
の
成
長
を
振
り
返
る
こ
と

が
、
次
の
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家

庭
に
お
い
て
も
、
お
子
様
の
成
長
や
頑
張
り
を

た
く
さ
ん
褒
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

新
学
年
へ
の
希
望
を
ご
家
族
で
語
り
合
っ
て
く

だ
さ
い
。 

離
任
式 

こ
の
た
び
の
人
事
異
動
で
左
記
の
と
お
り
、
本

校
職
員
も
退
職
・
異
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
時
津
東
小
学
校
の
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
誠

心
誠
意
尽
く
し
て
く
れ
た
職
員
ば
か
り
で
す
。
別

れ
は
つ
ら
く
、
寂
し
い
で
す
が
、
異
動
す
る
職
員

の
新
し
い
学
校
で
の
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
祈
り

ま
す
。 

【
異
動
及
び
退
職
す
る
職
員
】 
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時津町立時津東小学校  学校だより 第 １２ 号 

 令和６年３月２２日 文責：校長 村井 宏之 

 

 

 



 

 
 
 
 
 
 
 

～ 特別支援教育が特別ではなくなる日を目指して～ 

 
令和６年３月２２日 

時津町立時津東小学校 

特別支援教育コーディネーター 

文責 若杉 聡 

第９号 

非認知能力とは 

 先日、ある研修会の長崎大学教育学部脇信明先生による講義の中で、非認知能力いついて話

がありました。子どもに関わる大人が、知っておいた方が良いと思った内容があったので今回

紹介します。 

 まず、『知識や技能の高さが、豊かな人生につながるとは限らない。

「学力の高さ＝社会で生きる能力の高さ」ではない。』とありました。

どういったことかというと、人が仕事を続ける上では、認知能力（IQ、

学力、知的能力などの数値に表しやすいもの）を支える 

①価値観が違う人でも拒まない親和性と理解力 

②他者への尊敬と価値を認める信念と我慢強さ 

③集団との関係性を築くコミュニケーション力 

が必要だとありました。①が足りないと、新しい人や環境に馴染めないなどが考えられます。

②が足りないと、人と考えが違う時や自分の考えが認められない時、あきらめて投げやりにな

ってしまうことが考えられます。③については、会社や地域のコミュニティとの不協が考えら

れるので、確かにそうだなと思いました。またこれらは大人の私たちでも足りなかったと反省

する場面があるのではないでしょうか。（私はあります…） 

 ではこれらの力はどのように育てていけばよいのでしょうか。そ

れはご褒美や罰のような「外発的動機付け」ではなく、自分の内面

的な楽しみや意義による「内発的動機付け」が必要だとのことで

す。また「内発的動機付け」を維持するための３つの鍵として、

「有能感」「自律性」「関係性」が挙げられました。「有能感」と

は、ほんの少し上の課題で、努力すればできそうだと感じること、「自律性」とは、自分が選

んで自分の意志でやっていると感じること、「関係性」とは、家族、クラスなどの一員である

と感じられることだそうです。さらに「有能感」を育むためには“結果”だけでなく“過程”

にも声かけ賞賛を、「自律性」を育むために「できたね。」だけでなく「書いていてどうだっ

た？」「どうしてできたのかな？」などの声掛けが、「関係性」を育むために頼れる頼られる

関係を築く、必要なことや思ったことがきちんと言える関係であることが必要だとありまし

た。 

 すべてを同時に意識することは大変そうですが、がんばっている途中にも声かけをしてい

く、できるだけ選択肢を与えて選ばせる（あくまでもやるべきことの範囲内で）、手伝いなど

の後は「よくやったね。」よりは「ありがとう助かったよ。」の声掛けぐらいからならできる

のではないでしょうか。そしてできるだけ顔を合わせての会話をしていきたいところです。 

みんなが幸せな社会の一員をめざしていかなければと考えます。 

 

 


